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　市役所、町村役場、または県の総合県民局、各庁舎、県庁内のサービスセンター、県議会事務局で同じ内容の広報紙をお渡ししています。

      　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た

め
に
は
、最
先
端
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
新
技
術
や
、船
舶
の
空
間
の
活

用
な
ど
に
予
算
が
必
要
と
な
る
が
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　

戦
略
的
・
災
害
医
療
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
立
ち
上
げ
、基
本

戦
略
を
策
定
し
、震
災
対
策
基
金
を

貴
重
な
財
源
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
、

徳
島
な
ら
で
は
の
災
害
医
療
体
制
を

構
築
す
る
。

　
　
　

今
年
の
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン

は
、過
去
最
多
の
１
０
３
７
３
人
が

出
走
し
、５
億
４
千
万
円
の
経
済
効

果
が
あ
っ
た
。さ
ら
な
る
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
す
る
た
め
、参
加
人

数
の
倍
増
を
目
指
す
べ
き
。

　
　
　

今
後
、参
加
人
数
の
増
加
に

向
け
た
諸
課
題
に
つ
い
て
、２
万
人

大
会
を
目
指
し
て
、２
０
１
６
大
会

か
ら
段
階
的
に
参
加
人
数
を
拡
大
す

る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
　

地
域
商
品
券
事
業
を
契
機
と

し
た
地
域
経
済
の
好
循
環
の
胎
動
を

一
過
性
の
も
の
と
し
な
い
た
め
の
今

後
の
施
策
は
。ま
た
、小
規
模
企
業
振

興
法
の
制
定
を
受
け
、ど
の
よ
う
な

商
工
業
振
興
策
を
展
開
す
る
の
か
。

　
　
　

地
域
ｄ
ｅ
買
い
物
定
着
促
進

事
業
を
実
施
し
、全
県
的
に
地
域
内
消

費
の
定
着
を
図
る
。ま
た
、小
規
模
企

業
振
興
憲
章（
仮
称
）を
策
定
し
、本
県

経
済
の
成
長
発
展
を
加
速
さ
せ
る
。

　
　
　

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
は
、

用
水
の
安
定
供
給
等
に
よ
る
農
業
生

産
の
強
化
や
、水
管
理
施
設
の
整
備

に
よ
る
渇
水
対
策
へ
の
貢
献
が
期
待

さ
れ
る
。県
は
早
期
再
開
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　

既
存
施
設
の
有
効
活
用
や
調

整
池
の
設
置
が
変
更
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
た
。関
係
機
関
と
連
携
し
て
手
続

き
を
進
め
、平
成
27
年
度
工
事
再
開
に

向
け
、し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

　
　
　

南
部
健
康
運
動
公
園
は
、県

南
部
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
が
、公
園
の
中
核
施
設

と
な
る
陸
上
競
技
場
を
、早
期
に
事

業
着
手
し
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
前
に
は
完
成
さ
せ
る
べ
き
。

　
　
　

競
技
大
会
を
想
定
し
、公
認
区

分
や
施
設
の
仕
様
を
関
係
団
体
と
合

意
を
整
え
、速
や
か
に
実
施
設
計
に
着

手
し
、平
成
32
年
の
開
催
前
の
完
成
を

視
野
に
入
れ
整
備
を
進
め
る
。

　
　
　

四
国
横
断
自
動
車
道
の
新
直

轄
区
間
で
は
、先
に
事
業
着
手
し
た

阿
南
・
小
松
島
間
の
用
地
取
得
や
工

事
が
着
実
に
進
捗
し
て
い
る
た
め
、

当
区
間
に
集
中
投
資
し
、小
松
島
・
徳

島
東
間
に
先
行
し
て
供
用
す
べ
き
。

　
　
　

阿
南
・
小
松
島
間
は
、県
南
部

と
県
央
部
を
結
ぶ
新
た
な
バ
イ
パ
ス

機
能
を
持
つ
た
め
、整
備
効
果
の
早

期
発
現
を
最
優
先
に
考
え
、一
日
も

早
い
先
行
供
用
に
取
り
組
む
。

 　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

伴
う
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
整
備
に
つ

い
て
、国
の
予
算
措
置
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

災
害
医
療
に
独
自
利
用
す
べ
き
だ
。

　
　
　

国
が
補
助
金
に
上
限
を
設
定

し
た
た
め
、不
足
が
生
じ
る
場
合
の

財
政
措
置
に
つ
い
て
緊
急
要
請
し
た
。

ま
た
、災
害
医
療
へ
の
活
用
も
含
め

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
の
拡
大

に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
す
る
。

　
　
　

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
が
原
因

で
行
方
不
明
と
な
る
者
の
発
生
を
未

然
に
防
止
し
、ま
た
、行
方
不
明
者
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　

量
販
店
等
に
も
協
力
を
願
い
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
員
し
、見

守
り
体
制
の
充
実
を
図
る
。ま
た
、市

町
村
単
位
の
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
相
互
に
つ
な
げ
広
域
的
な

連
携
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

　
　
　

子
供
の
頃
か
ら
認
知
症
に
つ

い
て
学
習
し
、早
い
段
階
か
ら
社
会

全
体
で
認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、学

校
に
お
け
る
学
習
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

子
供
が
、発
達
段
階
に
応
じ

て
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、あ
ら

ゆ
る
人
を
大
切
に
し
、認
知
症
の
支

援
者
と
し
て
の
役
割
や
責
任
が
果
た

せ
る
よ
う
、学
校
に
お
け
る
認
知
症

に
つ
い
て
の
学
習
の
充
実
に
努
め
る
。

　
　
　

全
区
間
高
架
と
な
っ
て
い
る

徳
島
市
津
田
地
区
の
高
速
道
路
計
画

を
、地
域
活
性
化
や
防
災
面
か
ら
盛

土
に
変
更
し
、津
波
避
難
場
所
や
追

加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
向

け
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

盛
土
構
造
へ
の
変
更
や
追
加

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
よ
り

防
災
機
能
や
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
る
。今
後
具
体
化
に
向
け
た
検
討

を
進
め
た
い
。

　
　
　

今
年
は
本
県
へ
の
観
光
誘
客

促
進
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の
年
。観

光
誘
客
と
宿
泊
者
数
の
増
加
に
向
け
、

今
後
、ど
の
よ
う
に
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
の
か
。

　
　
　

旅
行
商
品
の
造
成
促
進
や
、

「
徳
島
│
札
幌
線
」の
就
航
に
合
わ
せ
、

新
た
に
札
幌
市
内
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
な
ど
、観
光

誘
客
と
県
産
品
販
売
に
つ
い
て
、効

果
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。

　
　
　
「
歳
出
の
中
か
ら
歳
入
を
生

み
出
す
取
り
組
み
」を
強
力
に
展
開

す
る
こ
と
で
産
業
力
の
強
化
を
図
り
、

将
来
的
に
税
収
増
を
通
じ
た
安
定
的

な
財
政
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
。

　
　
　

農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
や

木
造
住
宅
の
耐
震
化
な
ど
、経
済
波

及
効
果
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
推

進
し
、産
業
力
強
化
に
向
け
た
支
援

を
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、県

税
収
入
の
増
加
を
図
る
。

　
　
　

大
き
く
見
直
さ
れ
た
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
を
踏
ま

え
、今
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
従
来

よ
り
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　

戦
略
的
な
災
害
医
療
体
制
の

構
築
を
重
要
な
テ
ー
マ
に
、海
上
漂

流
者
の
救
助
や
搬
送
、フ
ェ
リ
ー
の

活
用
な
ど
、防
災
関
係
機
関
や
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
鳥
取
県
と
連

携
し
た
実
践
的
な
訓
練
に
取
り
組
む
。

　
　
　

農
産
物
の
価
格
低
迷
や
担
い

手
の
高
齢
化
、生
産
コ
ス
ト
の
増
大

な
ど
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
な
か
、も
う
か
る
農

業
の
実
現
を
ど
う
図
る
の
か
。

　
　
　

次
世
代
の
徳
島
フ
ァ
ン
づ
く

り
、成
長
品
目
へ
の
重
点
化
に
加
え
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

を
構
築
し
、生
産
者
団
体
や
流
通
販

売
関
係
者
と
一
体
と
な
り
、攻
め
の

施
策
を
展
開
す
る
。

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
が
新
設
さ

れ
た
鳴
門
渦
潮
高
校
に
お
い
て
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
よ
う
な
優
秀

な
競
技
者
を
育
成
す
る
た
め
の
方
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

合
宿
所
な
ど
教
育
環
境
の
整

備
を
進
め
る
。科
学
的
な
デ
ー
タ
を

収
集
し
、大
学
教
員
ら
の
専
門
的
な

指
導
・
助
言
に
よ
る
教
育
内
容
の
充

実
を
図
る
。ま
た
、指
導
実
績
に
優
れ

た
教
員
の
配
置
に
努
め
る
。

　
　
　

熊
本
市
の
医
療
法
人
聖
粒
会

慈
恵
病
院
の「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り

か
ご
」と
、徳
島
県
内
の
各
種
相
談
窓

口
と
の
連
携
に
よ
る
、親
か
ら
望
ま

れ
ず
生
ま
れ
て
き
た
幼
き
命
を
助
け

る
対
策
を
実
施
す
べ
き
。

　
　
　

妊
娠
・
出
産
等
に
係
る
相
談

機
関
の
周
知
や
、子
育
て
に
不
安
を

抱
え
る
母
親
へ
の
支
援
体
制
の
構
築

な
ど
、安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
。

　
　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

支
援
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

現
場
の
声
を
反
映
し
、放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）の
一
斉
総
点
検

調
査
の
実
施
や
、公
的
施
設
の
活
用

に
向
け
た
支
援
を
す
べ
き
。

　
　
　

県
内
全
ク
ラ
ブ
の
状
況
を
調

査
し
意
見
等
も
伺
っ
て
お
り
、今
後
も

き
め
細
か
い
実
態
把
握
に
努
め
る
。ま

た
、公
的
施
設
の
活
用
も
市
町
村
と
十

分
検
討
し
、着
実
な
整
備
を
進
め
る
。

　
　
　

夜
間
運
行
の
実
証
実
験
や
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
走
行
の
実
施

な
ど
、着
々
と
Ｄ
Ｍ
Ｖ（
※
用
語
解
説
参
照
）導

入
準
備
が
進
ん
で
い
る
が
、導
入
時
期

及
び
導
入
基
本
計
画
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。ま
た
、現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

昨
年
度
は
駅
舎
改
築
基
本
計

画（
案
）を
と
り
ま
と
め
た
。今
後
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｖ
運
行
に
向
け
た
鉄
道
事
業
計

画
の
変
更
な
ど
手
続
き
を
推
進
し
、

一
日
も
早
い
運
行
実
現
に
取
り
組
む
。

　
　
　

本
県
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

た
、近
畿
知
事
会
議
及
び
四
国
知
事

会
議
並
び
に
関
西
広
域
連
合
委
員
会

の
成
果
を
踏
ま
え
、県
域
を
越
え
た

広
域
行
政
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　

四
国
と
近
畿
の
結
節
点
た
る

本
県
の
発
展
の
た
め
、四
国
新
幹
線
の

実
現
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
を
契

機
と
し
た
関
西
の
文
化
力
活
用
の
提

言
な
ど
、新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

広
域
行
政
像
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。

　
　
　

新
し
い
加
賀
須
野
橋
は
、国
内

最
大
規
模
の
可
動
橋
で
あ
り
、地
域
の

新
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
。こ

の
橋
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、橋
の
特

徴
を
生
か
し
、工
夫
を
凝
ら
し
た
開
通

式
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
す
べ
き
。

　
　
　

８
月
８
日
に
開
通
式
を
行
い
、

13
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
橋
桁
に
よ
る

小
学
生
の
昇
降
体
験
、船
舶
の
海
上
通

り
初
め
等
を
行
い
、技
術
は
も
と
よ
り

様
々
な
情
報
を
全
国
へ
発
信
す
る
。

　
　
　

約
60
年
ぶ
り
の
教
育
委
員
会

制
度
改
革
に
よ
り
、知
事
が
教
育
委
員

会
と
本
県
教
育
の
在
り
方
を
議
論
で

き
る
よ
う
に
な
る
。知
事
は
今
後
ど
う

教
育
行
政
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　

総
合
教
育
会
議
で
大
い
に
議

論
し
、未
来
を
創
造
す
る
た
く
ま
し
い

人
づ
く
り
に
向
け
た
本
県
教
育
の
あ

る
べ
き
姿
を
示
す
。ま
た
、教
育
委
員

会
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
、教
育
行

政
の
充
実
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
。

　

開
会
日
に
は
、知
事
か
ら
、平
成
２６
年
度
補
正
予
算
な
ど
が

提
案
さ
れ
、地
域
経
済
の
好
循
環
の
実
現
、観
光
誘
客
の
促

進
、地
震
津
波
・
防
災
減
災
対
策
な
ど
の
重
要
課
題
に
つ
い

て
、所
信
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

代
表
・一
般
質
問
で
は
、基
金
の
活
用
等
県
財
政
の
運
営
方

針
、人
口
減
少
社
会
対
策
、介
護
保
険
等
に
係
る
高
齢
者
福

祉
施
策
、道
路
、橋
梁
、公
園
等
の
社
会
資
本
整
備
、災
害
医

療
体
制
の
構
築
等
の
防
災
減
災
対
策
、担
い
手
確
保
に
よ
る

農
業
振
興
等
の
農
林
水
産
業
施
策
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
人
材

育
成
等
に
係
る
教
育
施
策
な
ど
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、参
議
院
選
挙
区
の
合
区
案
に
反
対
し
、

参
議
院
の
在
り
方
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
よ
う

要
請
す
る「
参
議
院
選
挙
制
度
改
革
に
対
す
る
意
見
書
」等

の
意
見
書
４
件
を
議
員
提
出
し
、可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、知

事
提
出
議
案
２２
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
・
承
認
し
、請

願
４
件
を
採
択
し
ま
し
た
。      

定
例
会
の
概
要

平
成
26
年
6
月
徳
島
県
議
会 （

会
期 

６
月
２４
日
〜
７
月
１０
日
）

議会トピックス

議員連盟の活動

県議会の見学者等 

徳
島
版「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」

を
設
置
す
べ
き

 

お
お
に
し 

あ
き
ひ
で

大
西
章
英

（
公
明
党
県
議
団
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
災
害
医
療
に

活
用
す
る
な
ど
独
自
利
用
の
検
討
を

 

く
ろ
さ
き　

  

あ
き
ら

黒
﨑　

章

（
新
風・民
主
ク
ラ
ブ
）

徳
島
市
津
田
地
区
に
四
国
横
断

自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
を

 
 

き
た　

ひ
ろ
し

喜
多
宏
思

（
自
由
民
主
党・県
民
会
議
）

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定

を
踏
ま
え
た
総
合
防
災
訓
練
を

  

か
さ
い　

く
に
と
し

笠
井
国
利

（
自
由
民
主
党・県
民
会
議
）

 

お
か
も
と　

と
み
じ

岡
本
富
治

（
自
由
民
主
党・県
民
会
議
）

戦
略
的・災
害
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
今
後
ど
う
進
め
る
の
か

本
県
開
催
の
各
知
事
会
議
の
成
果
を

県
政
発
展
に
ど
う
つ
な
げ
る
の
か

  

き
た
じ
ま　

か
つ
や

北
島
勝
也

（
自
由
民
主
党・県
民
会
議
）

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業・

那
賀
川
地
区
の
早
期
再
開
を

  

か
み　

ひ
ろ
ゆ
き

嘉
見
博
之

（
明
政
会
）

●徳島県議会フォトコンテスト 作品募集！
正解者の中から抽選で１０名様に、「阿波そだちコシヒカリ」（５
㎏）と、県立近代美術館特別展「三宅克己（みやけこっき）回顧
展」入場券をセットにして、プレゼントいたします。

Ｑ．徳島県議会フォトコンテストのメーンテーマは、
前回同様、「未来に伝えたい徳島の文化」です
が、今回募集している作品テーマは「わたしが選ぶ
徳島の○○○○」です。さて、○○○○には何が
入るでしょうか。ヒントは紙面上にあります。

●応募方法：はがき、電子メール又はファクシミリでクイズの答え、
住所、氏名、電話番号、「とくしま県議会だより」についての感想
を記入の上、次の宛先までお送りください。

●応募先： 〒７７０－８５７０（住所記入不要）
 徳島県議会事務局 政策調査課
 メールアドレス：gikaijimukyoku@pref.tokushima.lg.jp
 ファクシミリ：０８８－６５５－２５３０

●締切：平成２６年９月３０日（火）消印有効（当選者の発表は、
賞品の発送をもって代えさせていただきます。）
※お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る
業務のみに利用します。

●議会クイズ

代
表
・一
般
質
問
か
ら

　

主
な
質
問
と
こ
れ
に
対
す
る
知
事
や
関
係
部
局
の
答
弁
の

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

問

代
表
質
問

問

問

問

答 問問問

問 問問問

問

答

問問 答

答

問問

問

問

問問

一
般
質
問

議会日程

主な審議の結果

答

答

●可決・同意・承認された議案
●平成２６年度補正予算
■一般会計（１件）／補正予算額は２９億４，３８６万５千円の増額
で、補正後の予算は、４，８０７億２，７３６万５千円
■特別会計（２件）
●条例の制定（３件）
■徳島県道路整備利用促進基金条例の制定 など
●条例の一部改正（５件）
■徳島県防災会議条例の一部改正 など
●条例の廃止（１件）
■徳島県借上公共賃貸住宅の設置及び管理に関する条例の廃止
●指定管理者の指定（１件）  ●契約案件（４件）  ●人事案件（３件）
●専決処分の承認（２件）

●可決された意見書（４件）
■海洋環境整備事業の充実を求める意見書 
■羽田空港発着枠の拡大等に関する意見書 
■森林整備加速化・林業再生基金事業の継続を求める意見書 
■参議院選挙制度改革に対する意見書 

●採択された請願（４件）
■徳島県南部健康運動公園について
■徳島県南部健康運動公園陸上競技場について
■公共施設等へのＬＰガス設備の導入について
■海洋環境整備事業の充実について

●６月15日に実施された県議会議員補欠選挙（徳島選挙区）におい
て、須見一仁議員（県土整備委員、環境対策特別委員）、井川龍二議
員（文教厚生委員、広域交流対策特別委員）が当選されました。
●「いけるよ！徳島・行動計画」の計画期間満了に伴う新たな総合計
画を、基本計画議決条例により議会の議決対象とすることに決定しま
した。（６月24日）
●県議会と徳島文理大学との包括連携協定に基づき、学生に議場
の見学及び議会の概要説明を行いました。（５月22日）
●県内の小学校４年生から６年生までの児童とその保護者を対象に、
「夏休み親子県議会体験会」を開催し、議会についての授業、議事堂
見学、子ども県議会等を行いました。（７月28日）

●森林・林業・林産業活性化促進地方議員連盟四国地方連絡会
議、四国観光議員連盟、四国公共交通議員連盟の総会が香川県で
開かれました。（５月30日）

●鴨島ロータリークラブ、Rotary Club of Central Tarlac
●徳島大学薬学部
●鴨島公民館　生涯学習講座「そこがもっと知りたい」受講生
●飯尾敷地小学校（吉野川市）
●西井川小学校（三好市）
●下名小学校（三好市）　

【ＤＭＶ】 
　ＤＭＶは「デュアル・モード・ビークル（Dual Mode Vehicle）」の略
で、線路と道路の双方をスムーズに行き来できる次世代の乗り物

日程は予定であり、変更する場合があります。  
平成２６年９月定例会の日程（予定）

常任委員会

特別委員会

　公安委員会関係では、４月に統
合した阿波吉野川署、美馬署の
統合による効果や今後の統廃合
の在り方について、県民環境部関
係では、国体の順位及び競技力
向上に向けた取り組みについて、
政策創造部関係では、人口減少
問題に対する県の取り組みにつ
いて質疑があり、経営戦略部・監
察局関係では、将来に向けての総
合的な公共施設の管理計画につ
いて議論がありました。

●総務委員会

　商工労働部関係では、県下の
事業者数が減少している現状を
打開するための対策の一つとし
て、子供の頃からの起業家精神に
たけた人材の育成について質疑
がありました。また、農林水産部関
係では、農業の担い手の高齢化
や耕作放棄地の拡大など、農業
の現場で様々な問題を抱えている
中、昨年度末に設置された農地
中間管理機構の取り組みなどに
ついて質疑がありました。

●経済委員会

　保健福祉部・病院局関係では、
徳島県鳴門病院に関し、地方独
立行政法人として初となる平成２
５年度決算の状況及び今後の取
り組みについて質疑がありました。
また、教育委員会関係では、小学
校における英語教育の早期化・教
科化の実施に向けた教員の指導
力の向上、Tokushima英語村プ
ロジェクトに関し、今夏に実施され
る英語村の概要と今後の方向性
などについて質疑がありました。                           

●文教厚生委員会

　県土整備部関係では、建設業
における若者の雇用促進を図る
ための施策の展開について質疑
があり、南部健康運動公園陸上
競技場の整備等について議論が
なされました。また、企業局関係で
は、公営企業である企業局が初
めて行う太陽光発電事業の将来
展望について、危機管理部関係
では、徳島県防災会議条例の一
部改正の内容について、それぞれ
質疑がありました。 

●県土整備委員会

　観光交流の促進に関し、県内
の宿泊者数や観光消費額の増加
要因の分析と観光誘客の取り組
み、道路整備利用促進基金の活
用策などについて質疑がありまし
た。そのほか、四国新幹線の導入
に向けた機運の醸成、阿波おどり
空港の利用促進、羽田空港にお
ける発着枠の拡大、農林水産物
の販路拡大に係る今後の取り組
み、高規格道路の早期整備など
について質疑がありました。

●広域交流対策
　特別委員会

　災害対策に関し、自衛隊ヘリコ
プターによる夜間災害時救急搬
送訓練について質疑がありまし
た。そのほか、地域における水・食
糧の継続的確保及びエネルギー
の自給自足体制の構築、災害廃
棄物の処理に係る業者団体との
連携強化、避難所での配置薬に
関する取り組み、災害遺産を防災
教育に生かす取り組み、家庭及び
事業所における家具・備品の転
倒・落下対策などについて質疑が
ありました。

●防災対策
　特別委員会

　エネルギー対策に関し、農業振
興に向けた再生可能エネルギー
の推進、木質バイオマスの活用な
どについて質疑がありました。その
ほか、地球温暖化対策としての森
づくりの推進、学校におけるエネル
ギー・放射線教育の支援事業、特
定外来生物であるナガエツルノゲ
イトウ対策の取り組み、セアカゴケ
グモによる被害防止対策、河川浄
化の推進などについて質疑があり
ました。

●環境対策
　特別委員会

　人口減少社会を迎えるに当た
り、教育委員会がモデル事業とし
て研究しているチェーンスクール
及びパッケージスクールの取り組
みや生産年齢人口の減少による
労働力不足､農業･農村維持へ
の取り組みについて質疑がありま
した｡そのほか､ＳＮＳを活用した婚
活の取り組みや過疎地域での放
課後児童クラブの状況､農林水
産物の６次産業化の推進状況､
ニホンザル加害群への対策につ
いての質疑がありました。

●過疎・少子高齢化対策
　特別委員会

●本会議
　本会議は、傍聴することができます。傍聴は本会議当日、
先着順に受け付けていますので、議事堂１階の傍聴受付まで
お越しください。

●委員会
　常任・特別委員会をテレビモニターで視聴することができま
す。視聴は委員会当日、先着順に受け付けていますので、議
事堂１階の議会情報コーナーまでお越しください。

県立総合大学校の単位認定講座です！！
　本会議の傍聴及び委員会の視聴を、県立総合大学校の
講座に位置付けています。単位を取得したい方は受付に申し
付けください。単位は１日１単位で、県立総合大学校に入学し
ていない方でも取得できます。

本会議・委員会を見に来ませんか？
6
月

定

例

会

委

員

会

の

概

要
9

19 常任委員会

日月 摘　　　要

22、24 特別委員会

25 本会議（開会）

1 本会議（代表質問）

2、3 本会議（一般質問）

７、８、9、10 常任委員会10

14、15

21 本会議（閉会）

特別委員会

【提供】 全国農業協同組合
 連合会徳島県本部

三宅克己 作 1920年頃   
「伊太利（イタリー）ヴェロナの古橋」

三宅克己回顧展             
徳島市生まれの水彩画家三宅克己の生
誕140年・没後60年を記念した回顧展　
とき：10月11日（土）～12月7日（日） 
ところ：徳島県立近代美術館

阿波そだちコシヒカリ

　議員提案により制
定した「とくしま文化
の日を定める条例」に
基づき、とくしま文化
推進期間実施事業と
して、「未来に伝えた
い徳島の文化」をメー
ンテーマとした写真を
募集します。

作品テーマ わたしが選ぶ徳島の文化遺産
表彰・賞 議長賞ほか計１８点
 議長賞受賞作品は「議会の概要」の表紙に掲載し、
 全入賞作品について表彰、展示、
 ホームページ掲載を行います。
応募方法 四切又はＡ４サイズに現像（印刷）して、郵送又は持込み
応募期間 平成２６年１１月２８日まで（必着）

詳しくは、議会ホームページ又は県民サービスセンター、
各総合県民局などの関係機関に備え付けのチラシを御覧ください。

知
事
の
答
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係
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弁
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答答
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